
 

 

簡便な出来高算出方法による出来高算出要領（案） 

 

１．目 的 

本要領は、出来高部分払方式を適用した工事において、出来高の算出を効率化し円滑かつ速

やかに工事請負代金を支払うことを目的に、簡便な出来高算出方法を取りまとめたものであ

る。 

 
 
２．総 則 

簡便な出来高算出方法を、以下のとおり定義する。 
（１）出来高部分払方式の出来高算出において、細別の出来高数量の算出が煩雑あるいは困

難であるため当該細別の出来高が算出できないと判断した場合、同種別に含まれる代

表的な細別（以下、「代表的な細別」という。）の出来高数量を基に、算出が煩雑ある

いは困難である細別（以下、「対象とする細別」という。）の出来高率を算出するもの

である。 
（２）（１）の出来高率は、「３．簡便な出来高算出方法による出来高の算出（１）出来高率

の設定」により設定する。 
（３）（２）において設定される出来高率が適用可能な細別を適用細別という。また、適用

ができない細別を適用外細別という。 

（４）適用外細別については、従来通り積み上げにより、適宜計上する。 
（５）種別の出来高については、「３．簡便な出来高算出方法による出来高の算出 （２）種

別の出来高の算出」のとおり求める。 
 

 

３．簡便な出来高算出方法による出来高の算出 

簡便な出来高算出方法において、出来高率及び出来高は以下により設定する。 
 

（１）出来高率の設定 

             代表的な細別の累計施工完了数量  

               代表的な細別の全体数量 

   

（２）種別の出来高の算出 

     出来高  ＝  適用細別の合計金額 × 出来高率  ＋ 適用外細別の出来高（適宜） 

 

 

 

別 添１ 

（%）出来高率 ＝ － 一定率（%） 



４．対象工種及び適用範囲等 

 （１）函渠工（プレキャストを除く） 

    ①代表的な細別：コンクリート（本体コンクリート） 

 

    ②適用範囲 

図－１（Ｈ≦9.0ｍ；Ｂ≦20．0ｍ）における範囲【Ａ】及び【Ｂ】 

 

③適用細別 

  a)積み上げ積算の場合 

・対  象：図－１の【Ａ】及び【Ｂ】の範囲にあり、かつ、コンクリート、鉄

筋、型枠、足場、支保工等を個別に積上積算している場合 

・適用細別：基礎材、均しコンクリート、本体コンクリート、鉄筋、型枠、足場、

目地材、止水板とする。（支保工、基礎杭、仮設工、作業土工は適

用外細別） 

 
b)施工歩掛により積算している場合 

・対  象：図－１の【Ｂ】の範囲にあり、かつ、土木工事標準積算基準書の

「函渠工（１）」の施工歩掛により積算している場合 

・適用細別：本体コンクリート、鉄筋とする。（基礎杭、仮設工、作業土工は適

用外細別） 
 

④一定率 ： １０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【Ａ】 

【Ｂ】 

図－１ 函渠工適用範囲図 
（土木工事標準積算基準書「Ⅱ-2- 27 -1 函渠工」 図 3-1 参照） 



 （２）橋台・橋脚工（Ｔ形橋脚、壁式橋脚、逆Ｔ式橋台） 

①代表的な細別：コンクリート（本体コンクリート） 

 

    ②適用範囲 

    a)Ｔ型橋脚 ：図－２（Ｈ＜25.0ｍ；Ｖ＜980ｍ3）における範囲【Ａ】及び【Ｂ】 

ただし、フーチングを有する構造に適用する 

      b)壁式橋脚 ：図－３（Ｈ＜20.0ｍ；Ｖ＜700ｍ3）における範囲【Ａ】及び【Ｂ】 

      c)逆Ｔ式橋台：図－４（Ｈ＜12.0ｍ；Ｖ＜650ｍ3）における範囲【Ａ】及び【Ｂ】 

 

③適用細別 

   a)積み上げ積算の場合 

・対 象：図－２～４の【Ａ】及び【Ｂ】の範囲にあり、かつ、コンクリート、

鉄筋、型枠、足場、支保工等を個別に積み上げ積算している場合 

・適用細別：基礎材、均しコンクリート、本体コンクリート、鉄筋、型枠、足場

とする。（支保工、基礎杭、仮設工、作業土工は適用外細別とする） 

b)施工歩掛により積算している場合 

・対 象：各適用範囲図の【Ｂ】の範囲にあり、かつ土木工事標準積算基準書の

「橋台・橋脚工（１）」の施工歩掛により積算している場合 

・適用細別：本体コンクリート、鉄筋、沓座箱抜き型枠とする。（基礎杭、仮設

工、作業土工は適用外細別） 
 

     ④一定率 ： １０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ａ】 

【Ｂ】 

図－２ Ｔ形橋脚適用範囲図 
（土木工事標準積算基準書「Ⅳ-7- 20 -1 橋台・橋脚工」施工歩掛表適用図参照）



 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

【Ａ】 

【Ｂ】 

【Ａ】 【Ｂ】 

図－３ 壁式橋脚適用範囲図 
（土木工事標準積算基準書「Ⅳ-7- 20 -1 橋台・橋脚工」施工歩掛表適用図参照） 

図－４ 逆Ｔ式橋台適用範囲図 
（土木工事標準積算基準書「Ⅳ-7- 20 -1 橋台・橋脚工」施工歩掛表適用図参照） 



脚柱部 ②
Con Ｖ

=20㎥

受梁部
Con Ｖ=60㎥

脚柱部 ①
Con Ｖ=

35㎥

フーチング部
Con Ｖ=80㎥

④

③

②

①

コンクリート構造物（Ｔ形橋脚）

（総コンクリート量 195㎥）

数量 金額
24-8-25
（高炉）
SD345
D16～25
SD345
D29～32
SD345
D35
φ125

8,935,920

全体

Ｔ
形
橋
脚

コンクリート m3 23,890 195 4,658,550

種
別

鉄筋 ｔ 176,190 14.72 2,593,516

細別 規格 単位 単価

鉄筋 ｔ 179,690 2.89 519,304

鉄筋 ｔ 177,230 5.83 1,033,250

131,300

計

円形型枠 m 5,252 25

【参  考】 

 ◇Ｔ形橋脚の計算例 

（範囲【Ｂ】：土木工事標準積算基準「⑳-1 橋台・橋脚工(1)」の施工歩掛により積算した場合） 

   

総コンクリート量：195 ㎥ 
    各部のコンクリート量：図参照 

 

   ○出来高の計算段階（任意に設定）  
     ①：フーチング完了時 
     ②：脚柱部○○m 完了時  
     ③：脚柱部完了時 
     ④：受梁部完了時（100%）  
 
   ○出来高率の設定  

・累計のコンクリート打設量(㎥)の全体コンクリート

量(㎥)に対する割合(%)を算出し、10％を差し引く 
① ：80 ㎥／195 ㎥       ≒41% － 10％＝31％  
② ：（80+35）㎥／195 ㎥    ≒59%  － 10％＝49％       
③ ：（80+35+20）㎥／195 ㎥  ≒69%  － 10%＝59％   
④ ：                   ＝100% 

 
   ○各段階の出来高の算出例（施工歩掛により積算している場合） 
     ・設計金額 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ・簡便な出来高算出 

① ： 8,935,920×31%   ≒  2,770,000 円  
② ： 8,935,920×49%   ≒  4,378,000 円  
③ ： 8,935,920×59%   ≒  5,272,000 円  
④ ： 8,935,920×100%  ＝  8,935,920 円  

 
注）基礎杭、仮設工、作業土工を出来高に加算する場合は、別途積み上げる。 

適用細別 



壁部
Con Ｖ =100㎥

頂版部
Con Ｖ =40㎥

コンクリート構造物（函渠工）

（総コンクリート量 180㎥）

①

③

②

底版部
Con Ｖ =40㎥

◇函渠工の計算例 

（範囲【Ａ】：土木工事標準積算基準「27-2 函渠工(2)」により積み上げ積算した場合） 

 

総コンクリート量：180 ㎥ 
    各部のコンクリート量：図参照 

 

 

   ○出来高の計算段階（任意に設定）  
    ①：底版部完了時 
    ②：壁部完了時  
    ③：頂版完了時（100%） 
     

○出来高率の設定   
・累計のコンクリート打設量(㎥)の全体コンクリート量(㎥)に対する割合(%)を算出し、

10％を差し引く 
①：40 ㎥／180 ㎥       ≒22% － 10％＝ 12％  
②：（40+100）㎥／180 ㎥    ≒78% － 10％＝ 68％       
③：                                       ＝100％   

 
   ○各段階の出来高の算出例（積み上げ積算の場合） 
     ・設計金額 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ・簡便な出来高算出 

① ： 8,067,300×12%   ≒    968,000 円  
②  ： 8,067,300×68%   ≒  5,485,700 円  
③  ： 8,067,300×100%  ≒  8,067,300 円   

   注）支保工、基礎杭、仮設工、作業土工を出来高に加算する場合は、別途積み上げる。 

数量 金額
24-8-25
（高炉）
RC-40
t=20cm
各種
t=10cm
SD345
D13
SD345
D16～25
SD345
D29-32

樹脂発泡
t=20mm
200×5

300×7

計 8,067,300

合計 9,195,300

支保工 空m3 2,400 470 1,128,000

函
　
渠
　
工

足場 掛m2 2,250 40 90,000

止水板 ｍ 3,600 14 50,400

止水板 ｍ 1,800 22 39,600

目地板 m2 2,000 23 46,000

型枠 m2 5,600 400 2,240,000

364,500

鉄筋 ｔ 135,000 12.00 1,620,000

鉄筋 ｔ 134,000 7.20 964,800

種
別

細別 規格 単位 単価
全体

コンクリート m3 13,600

基礎材 m2 1,000 85 85,000

180 2,448,000

均しコン m2 1,400 85 119,000

鉄筋 ｔ 135,000 2.70

適用細別 

適用外細別


